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2.3 社会基盤施設の状況 

 

2.3.1 施設ごとの状況 

 

施設ごとに、施設の特徴、管理数量、各施設の情報・データの管理状況、施設の位置と

状況、管理経費の実績と将来予測を整理し、それらから施設の管理上の課題を抽出します。 

管理経費の将来予測については、現状の管理水準を今後 40年間維持することを条件とし

た経費を算出しています。なお、40年間の期間はマネジメント計画の運用開始予定である

平成 29年度（2017年度）から平成 68年度（2056年度）として試算を行います。 

管理経費の内訳である維持管理経費と補修更新経費については、次の考えに基づき算出

します。 

 維持管理経費 

維持管理経費は、近年のインフラ管理経費実績の中では最も低い支出額であった

平成 25年度（2013年度）の実績と同等の経費支出があるものとみなして試算しま

す。 

ただし、現時点で、法改正や制度変更があり、将来の経費に影響を与えると考え

られるものや新たな施設については、これを含む維持管理経費を試算しています。 

 補修更新経費 

現在の管理状態を継続的に維持することを前提に、施設ごとに補修や更新のサイ

クルを設定し、今後必要となる補修更新経費を試算します。 

基本的には、事後保全型の維持管理がそのまま継続されることを前提としていま

すが、橋りょうなど、予防保全的な考え方の導入が進んでいる一部の施設について

は、その内容を踏まえて試算しています。 

 

施設の管理上の問題点については、図 2-14の 4点から整理を行います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 2-14 課題整理の 4点 

金 

管理経費に関する課題 

管理費の縮減を図るとともに、新たに歳

入として確保できる財源があるかどうか

を検討し、歳入の確保に努める。 

もの 

施設の状態に関する課題 

施設の状態として、物理的にどのよ

うな状況であるか。 

情報 

施設情報の管理に 

関する課題 

施設の現状を把握しているか、ま

た、その把握の状況がどのような

ものか。 

人 

組織や体制に関する課題 

業務内容や進め方を徹底的に見直

し、職員の意識改革を行うととも

に、市民協働や民間活力が活用さ

れているか。 

i

￥


